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JR 奥多摩駅より R 原街道へ。途中、含沢橋から林道を2 キロ ほど上つ たところ、 
都下でも数少ない岩魚の楼む口朌水系•倉沢谷の上流部に「魚止の淹」はある。 
大小3段19メ—トルからなる淹は、静かな谷に水音を*きわたし、かすかな木海 
れ日をうけて踊り落ちる水飛沫が盛 S を告げる◊「いかなる魚もこの滝は遡れま 
い-と名付けられたのであろうが、すれ違う妁師 はさら に上流をめざすのである。 






























カラフルなコスチュームに身をつつみ、 

軽快なリズムにのってステップを踏む人•人•人。 
6月2日、立川市柴嵴市民体育館の会場には 
1000名をこえる人たちが集い、 

第24回東京都民スポーツダンス大会が開かれた。 
ワルツ、ルンバ、チヤチヤチヤにタンゴ、 

ベアの息もびったりのダンスに声援がとびかい、 
会場はひととき歓声と熱気につつまれた。 


会壜の熱 m もさめやらぬなかでの表彰式< 泊手 
を送る人も送られる人もその笑顔は爽やか B 
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月刊 • え<てびあん-立 JH と路ろ〇 • 立 JII に生きよラ 


通巻144巷 


I え<てびあんエッセイ # Nq 41 


ゆきつ民リつ （けやき出版) 


栗京«流通センター 
砂川町1う (H _〇37-3641 

JAftS センター mu ® 
砂川町 2-44-3 _ 036-1824 

JA 槊京みどり立 IH 30 S 

砂川町 2-44-3 _ 0^6-1821 

ビジネスホテルクボタ 
榮 » 町 2-12-23 022-1122 

中華料理みよし 

柴崎町 M0 _»25-3873 

石原薬居 

柴崎町2づ0»3 _ »23-4067 

輸輪館 

肇《 町 2-12-17 IT22-8100 

有関田酒店 
柴錡町 2-2-17 _ n24-2960 

寿司 由 

荣15町 2-2-8 _ 022-3733 

ブティックリツチ 
*«®2-3-10 _ 028*2064 

キヤノン01シヨツブ 
rnmi - z -% _ »28-i5oi 

マイシティ八ウス OTuraa 
柴 《®2-3*6 _ »20-〇148 

カフェレストランぼまれ屋 
麻 ft®2+15 _ 026-2232 

フ7ッシヨン八ウスほまれ屬 

柴 II 町 2-4-15 «25-2788 


立川の建物疎開の記録 

(立川市教育委員会発行） 



写真集『砂川闢争の記録』 

(けやき出版） 



そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 
リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



樹 


京鬌立 iimi 口店 
柴 ㈣ 町 3-6-2 021-4640 


二 


3ふなやま 
©3-6-23 027-2780 


多料央偁用金靡 « C ®8 
町 3-7-4 _ 028-2211 

オン書房 

l»»G3J3-6-27 _ft25-3111 

[ Si 光証券立 JII 支店 

_〇24-1321 

$ ノ国屋 SIJH 店 

^ 粟印 1-13-2 036-1604 

$ とんの青木 a 商 

ヒ卿- 8-1 _〇36-6833 

ッソ石油け m ス Ma ：/ 

^ 葉町 2-1 _ 035-3081 

[ I 、 なげや若雲町店 

^粟町 3-21-1 _ W37-4119 

fjl / S ネ立川店1 

瑁® 2-1-1 


： j| 


F »5 

027-1411 


子の*エミリ-フロ-ヴ 
I W 町 2-4-28 _か 27-4138 

ルビヨン 
町卜4-28 _ »25-382イ 

[ cafe パーゼル 

IW8U2-11 023-3746 

[7て テイスリーバーゼル 

|晒 町2-” _«23-3746 

[ b ツテリア立川ルミネ0 

I « 町 2-1-1 W24-7433 


ぼだい 


泉 

町 

? 

語 


表紙 

は 

まいあ一と 
油絵 

^ ERRAiOW ) 
Dy 古池遠子 

語 

る 


住友齦行 aJiis * 
_2-17-15 _ »22-6171 

R * アパン 
W 町2-17-15 _ 027-4479 

日の出屋本店 

■邸 2-2-18 _ O 22-3308 

多摩中央ミサワホーム 
«®2-8-29 _ 027-3388 

a 士銀行立 in 支店 
棚2+6 — 024-3121 

あら并鰌縑本店 

»町 2-5-12 _ 022-2957 

二木のパン 
晒町 2-6 _ 022-2278 

三上鰹節店 
田町 2-8-30 _ »22-3259 

木ワイト八ウスフロム中黄 
播町 2-11-2 _ 025-8558 

ばさ一じゅフ a 厶中 R 
播町 2-11-2 _ 022-1941 

フロム中武 1 F 受付 
W 町 2-11-2 024-7111 

ゲ >9•:夺 -75 仆科ン IDHXS 
明町 2-12-16 028-2636 


トボス mil 店 
W 町 2-18-18 _ 025-0331 

バットパットゴルフ 
泉町 _ 025-2340 

リーセントパークホテル 
St 見町 2-1-8 026-3111 


柴费町 2-4-18 »28-0556 


コマツホーム 

BD 2-4-6 

025-5811 

禊篆キャリー 

柴綺 BJ 2+7 

C 28-2630 

かみゆい® 

荣《町 2-4-8 

わ 

022-8202 

芹沢ガラス店 

柴崎町 2-4-8 

022-3065 

小 室 

園 

柴町 2-4-8 

022-2894 


ユウ都市企画 
柴崎町 2-3-13 028-2556 


| マエダ文 

興 

| 柴崎® 2-6-2 

»25*6584 

< 0 

や 

| 柴 « 町 2-9-3 

023-2590 

| 立川高等技芸学院 

I 荣 IWF 2-9-4 022-3424 

ブックスしんあい 

| 赖町 3-1-1 

027-6701 

| 松山堂薬局 

柴-13-25 

022-2550 

こむろ酒 

店 

賴 03-14-3 

«22-2613 

ゴンフアノン•ク术 mil 店 

柴琦町 3-4-2 

027-7413 

か つ 


柴«町 3-5-2 

025-7647 


立川商 

店 

| 顧町 2-30 

022-3565 

| おそのい時計店 

| 羽衣町 2-32-2 

«2う211 

| 赤松タバコ店 

赃町 2-42 

024-7852 

:’:ふ::’.ァ 
| 羽衣町 2-12-34 

〇22>5723 

| 和祖レストラン蔦臞 

1 财町2-27‘9 

026-3698 

U < 

ら 

朱 ID 2-46-3 

036-8285 

永光薬 

局 

1*802-58-7 

036-0206 

|メ ンズカツトヤザク 
米町 2*59-8 »36-6716 

ラちのやプルマン 

鋅町 1-18-17 

«24-9280 

| 美容薹ア U 

1 想町 1-15-21 

O 25-1100 

I coffee shop 遊香 

■霣町 1-4-24 

»27-3840 

| ステーキのリブレ 

1 a 町卜 8-3 

027-1630 

痔屋酒 

店 

| 拥町2十13 

022-3625 

T A P A 

S 

|« 町 2-2-29 

»29-0733 


三田 

花店 

锊町2+23 

024-4187 

セガ5 

薬局 

錦町 2-7-8 

«25-9212 

マルミヤスポーツ 

麵 2-7-8 

022-2912 


| そば蒿尾亭 

«®5-5-31 _ 022-2710 

pS タイヤシ3ップ ftjjRI 会 

町5普2 — 037*0912 

なげや立 jii 幸店 
I 幸® 1-23-6 _ W37-1820 

ツテリア itimme 
| 幸町 4-38 _ 037-4413 

| 洋巢子マリアン 
松町 2-10-22 024-3912 

$町騣菓子店 

^6松町 2-11-23 022-2609 

¥ 藤胃栗店 

| 裏松町 2-3-13 _〇22-6443 

I スーパーやなぎや 
0 松 町 2~5 _ 022-4322 

P レンド書房 

» 松 町 3-18-2 027-1555 


山梨中央籲行 
高松町2普13 


立/"董话 

026-1571 


CAf^RESTAURAFTI 

轟松町 3-27-27 


Ai^TT Tip-Top 
O 25-2030 



びあ 


I •( 


人がゐて、街があります。 
あなたがゐて、立川があります。 



多摩最大の店舗網 


みなさまの暮らしや 
ニーズに合わせて、 
幅広いサービスに 
つとめています。 

»の マィ/ 

iiiifMES 

本 J ® TI 90 立川 ifi 痛町 2~8 -28 
TX (04251 26-1111 <代> 



• 京の林蓽か b 鳩居豐グ 7 ズ.鳙入小物袤で籲 
八ラエティー S ギフト 


ジョイフルブラザ 

JR 立川駅南口讁訪通リ S29-2772 



上水道が茱逄に背•及する以前、地下水を汲み上げるポンプと 
いえば，予«ぎポンブがごく -般的であった。路地の并戸を 
卵み，大人から「呼び水 j を敉えられて初めて水を漕ぎ出I 
た時のうれしさは一入であった„そして時代が街中から手漕 
y ボンプが消して久しいが.今ら活き統けているボンブがあ 
つた。ある寺 K の水汲み墦に斯 S のボンブがある。しかし、 
「呼び水」を差す口が挺い。すでに「呼び水」という言葉が 
死 S t なってしまったのか.使利さの彩で消えていく言葉の 
嗖きが聰こえる， 

WATCHING 


歴史の重さ、 



期せずしてほぼ同時期に立川にまつわる歴史を記録した 
3冊の本が上梓された。太平洋戦争中におこなわれた建 
物の疎開についての本「立川の建物疎開の記録」、立川基 
地拡張工事に対する反対運動を記録した写真集7砂川闘 
争の記録 j そしてもう丨冊は古くからこの立川で生花店 
を営まれている三田鶴吉 • 實子夫妻の自分史ともいうべ 
き r ゆきつ戻りつこの3冊の中におさめられた歴史は 
立川がどんな街として歩んできたかを知る良い手掛かり 
になるはず。フ アーレ や モノレール といった新しい街づ 
くりの話題で賑わう立川のこれからを考えるとき、今一 
度立川の歴史に眼をむけ、立川に生きてきた人たちの声 
に耳を傾けてみたい。 


{前号からの統き》印0の方々も大«親切にしてくれる 
ので衧豔：^ことだ❶さて白寿の内祝いの紀念品について 
いろいろ考えたがやはり父の肉筆の色紙を窀き线 I ても 
らうのが一#紀念になると思い「辂心田」なる H 葉を枰 
愤させてもらうことにした。7大地が五殺を生み.心は笄 
«を生む。心地を耕し > 心田を阱すとは世*の « Mf : えであ 
る❶人をいつ<1む心"思いやりの心を t つた'. S かな 
心の持ち主になりたい•それは自己をみつめ•心を宵て 
ること<:よつてはじまる I この S * は父に、少なからず 
とも相通ずるような51が I てならない。 

ちよつ L 前のことであるが•私の先*で、友人でもあ 
6方に父の近況について括したこ t があつた-彼は父の 
%生日を - T - M に記入 k その後，含ラごとに手粘を示し 
て「确九十九才」の白寿を•兀41.で迎えること、もう「百 
才でいい L ' やないか、百才になつたと E つた方がいいよ、 
昔流<:数えで…」と彼は何0 ts <> た0 
元 51 で一此紀'百年を生きつづけること、赀んなに親し 
まれ、尊敬されてここまで來ると S うことは推にでも出 
米ることではない1家族共々深く深く惑觔するところで 


ある。 

父 U 特に? S 込む ts うような姿を今だかつて兒たこと 
はない。風邪を引いたこともない。昔は^:*で酷使し 
た体だったそうであるが，それがかえつて丈夫な体を作 
つたのだろうか♦今、父は杖を使わなくては歩けない， 



それは十数年前、ころんで膝をやられた後逍症で腰が自 

由にならない。若 I 再度ころんだら、今の年令だと#折 

するので歩行には特に注*しているようである。でも- 

度畑仕拳や# r 削りや出銜用の切花まるきなど作業は大変 

手ぎわよく，»い - S には真似が出来ないと JS 1 りの人は® 

心することが多い。父にあやかりたいと S う人がよく畑 

にやってくるのも父にとってはかえってはげみであろう"* 

耳は速くなったが* 3年はど前 d 内陣の- T - 術をしてから 

新間など目がねをかけずに疣み、世の中が明るくなった 

と0一んでいた"歯も肀分以上は自分の豳，悦$魚など頭 

からバリバリ ft : べるのには驚きだ•知人から手紙が來る 

t 必ず返$を出すのが父の性分だ。もう十% • も前のこと 

だが近くの小学 ft で、「茳のはなし J を3年生 1: 間かせた 

ことがあ<>た0この話 li 評判がよかったので文- Jfe になっ 

たが，その時から一人の少女が毎年父に手 tt を»いてよ 

こす"勿»父ら返 4 V を出す。その子は t う«校生となり 

去年の. J 6 休み•家にわざわざ辱ねて来たのにはびっくり 

したと言うより父は大 * 哀んだ U 彼女もてれくさそうで 

余り I やべらなかったが、父にこんなに若いガ—ルフレ 

ンドがいるのがラらやましい位である•いつ i でも父を 

瓜ってもらいたいものだ。 

さて ft 生きの秘訣はとよく間かれる•父 S く、①動け 

ること即ち W くこ t {« くこと)®好き嫌いなく何でも 

食べること•③くよくよしないこと*④ Btcr 然に従つて 

生きるこ t …などで*る a t 。 




「立川の住民 SR をいただいてか 

ら 5(1 年がたちます j t 先日おこな 

われた叙 fla 怳货パ|ティ t で誌さ 

れていた二田； e 吉さん■古くから 

この立川で生花店をされるかたわ 

ら描祉や文化活 W にも楮力妁に取 

り In まれてきた。多庠川のことや 

fc 川基地のこと，交&のあつたた 

くさんの入とのエビゾード'#で 

ある , K 子さんが®られた三田花店 

仍 変遷など、ご夫$の今日までの 

がそのま ise されている。 

序にかえて•の「ゆきつ戻りつ」 

一 〇扭されたなかに 

ゆ、』つ戾りつ 

人生なんて 


雪の上の 

すぐ iw える 

足^のょぅなら〇だ 

〔中略〕 

これまでに 

ご, B になつた方々のことや 

わたしたちなりに学んだいくつかを 

写)* (• を交えて 2 r き残して SE きたい 

そぅ考えた Hfr 以である。 

と結んでいる* 

身の回りの人や自然そしてこの立 

川に注がれる！-一田さんの眼差しは 

溫かい*三出さんご夫妻の•半世 

W , の足跡が帥らない物»かな R 

り口で轵られている。 


かつて姓物疎 W が rr われた立川 

の空には H 本の戦抑檐が飛び、そ 

Q あと同じ空に足朵旗が W り抄川 

が起こ-0た■そして立川-*地 

返3のとき立川*行栈への«ぃか 

らアメリカ¥指令官に M 粂旗をく 


ださいといつた三田さ4■この3 

冊の本のぺ—ジをめくると立川が 

基地の街であつたこ tt 共1;そこ 

に牛きる人•または生きた人たち 

の锒み*ねてきた«史から¥熱， 

<0ようなものを感じること 


ができる。新しい立川の街をつく 

つていく原酌力はこの3册の中に 

ある立川人たちの*熱*のような 

ものではないだろうか* 


生き物が好 
きでその屮で 
もダチ a ゥが 
お気に入りだ 
という栄町に 
お住まいの古 
池さんは油絵をはじめて22%-にな 
る*キヤンパスのうえに®場する 
t のもやはり iyi 物が多く，その思 
い入れも深い。ご N 宅の醛にまか 
れた餌を小さな野^が飛んで米て 
ついばむ。^に10ることな<中き 
る野生^物の姿は美1<兄えると 
ぃう"今0の作品のタィトルであ 
る rr ラ」 t は +. や A : 地といつた 
&眛のラテン迸。人™にょって少 
I づつすみかを追われていく觔物 
たちを描きたかつたのだといラ古 
池さんは絵をとおして圾场のこと 
などに興味を侍つ人が少しでも埘 
えてく n たら it 語る。アメリカ 
のボストンにある大学で環境^を 
学んだ尬さんと舢物たちの H 探で 

描きつづけていくのだろう。 



真如苑だょり ' 


はり3りしない天気<:も uiiA に 
增してくる署さに盛 S : の到來が近 
いことを®じます•七 n ： 二十： n は 
「海の日」。いょいょ SC 本番を迎 
ぇ、海や山は人でにぎわぅ季節に。 
蒸 L » い午後のひ t とき，典如 fll 
に ». みにいらつ LS - い i せんか。 

お侍ちしております。 

■日時 7 nI 5 Bg 

2時〜4時 

■卯 本痒•典如宝物航をはじめ ， C 

して映 H など盛りだくさんの用® 

がしてございます， 

■お 屮 L 込みは「ぇくてびあん • 

コンパニオン」< 本达を T - 渡してく 

れた入)へ。 


東風 


三 E 鶴*さんが#の叙勲で勲五 
等 双 -) t 旭 H 寒を受获された。典に 
おめで t うご?い士す♦今 N の叙 
船は本粢の生佗*での功縝にょる 
ものであると聞いた。. 二 田さんは 
Q 本生/ t 商 t 4 会前会技•いわゆる 
「花キユ— ビット」 で to られる n 
本生佗通伝«途協会前常務柙取な 
どを ^任。まさに II 界に大 きく 貧 
献された方 •だが•われら立 川人 
にして みると •立 川の「顔」 とし 
ての三 田さんの炎愤がまず浮かぶ。 
*川觐光協会々1<，立川||1文化財 
保？*恭攘会委 H 技* クリーン多乎 
川^^:^! ufi など活躍のフィール 
ドは広く •深い ♦- 田さんご G 辟 
から， こんな a を W 1 いたことがあ 
る。例えば立川釈の北口や南口で 
ナィッシユベ—パ—が K られる。 
広告が 目：£ だが、 2,いでいたり， 

郴臃べ岱か -*〇 ぬ^ で，つ 伦 g 
にふつて I まう2?合がある •-:- 一田 
さんはどんな^ 合でも， 顔 Ifii の 1 H*J 
で牮を横 1: ふること U しない とい 
う♦昭和 二 六年、 三 田花店はリャ 
力— の 引き充りからの出発で A つ 
た。花はいかがかとひと棣にすす 
めて> 断られた時がしばしばあつ 
た。 特に、鼻先へ常をもつてきて 
* 右にふる肿(1--は^にこたえたと 
いう。 三 田さんは相手がどんな人 
であろうとそういう仕 ft はし 
ないという。叙® とい ラ人きな受 
旮にはふさわしくない小さなエビ 
ゾ—ドだが •ひとを 思いやる 三 m 
さんを SS つてはいょ ラ •♦紫 F £ 花 
や mfl ' 削れ新& えくて びあん 

(||&:尨田||輯ネ田彭| 小 杉种己 小 林$ 
_川««鳟層||杗并正弘町田健| 
al ffl »+ 松本 わかこ 
( 1 天»致«供镳|明并上裏治 

a タジオ269 中«# 五$乎 


これまでにも立川の歴史に関す 
る本を i とめてこられている、立 
川 市®史 E 俗资料綰联託職 a の小 
沢丘治さんが，迷物疎間，といぅ 
ちよ〇 と聞きなれない :-: • !:* をキ— 
” I ドに L て與時を知る人の a や 
写與、地図等の史料を交え， 52 年 
flii の * 川を浮き彫りにしている。 
太乎汴 W 争も耔わりに近づき敗攸 

色の碘くなつている状 i « の中、交 

通の要衝であ^^また航空技術な 

P の3^拖抆を持つ立川を^興に 

、 る火災から守らなければならな 

^ つた* そこで行われたのが - Itp 

駅的付近の辻物の疎即。「«争は、 

多くの人の*活を破壊し人生を狂 

わせた"®物の疎開に S 当 I た人 


の\生も 52 年前の垔、大きく*転 
I たのであった • 

学童疎阑については、全国的に 
兑てもはとんど紀鍅がない”今が 
体験*からの話を™ける最後の時 
期なので、立川の昭和史の一事变 
としてこの记録をまとめた/立川 
では％在，21世紀に向けての街づ 
くりが進んでいるが、 a 物疎間は 

その原点になつたといえるだろ 

ぅ」と小沢さんは語る。当時を知 

り‘立川で暮ら I てこられた人た 

ちが 5 S るお話は、史料的な意味ば 

かりではなく k 川を知るための跣 

みもの tl ても ii いのではないだ 

ろうか • 


「砂川 H -> を Ifc 後知る中$«1人が 

いなくなる前に 511 銶に残しておこ 

ぅ」と企№1されたこの写典 fe はモ 

ノク P の写典 213 枚で W 成され 

ている。昭和30年川基地拡張 

对一:に纣 I て反«をとなえる地•兀 

砂川の奥 K たちが起こ I た V 砂川 

抑^/3 flfe を T - 褂 It られた上眇町 

で豆哄«;を®まれる M 紀市さんの 

手元にも写凫 m の企画^初は昭和 

1 年^時の：ヶ A が一枚 t 残ってい 

T かつた◊そこで写與の提供を新 

W ] で艸びか”たとこ^，25名の方 

からの申し出があ<1たという。「こ 

の写典垠の写«は、すべて$時撖 

衫された入々の掩供されたもので 


あり、 H った写典は一枚らない。 

これはど多くの写典が從供された 

ことは' 私と! MI じょうに • 锊さん 

がこの抑いを後此に伝ぇたいと思 

つたに違いないと思つている 」 t 

M さんはいう • 

報 ill される砂川 M 争からは费宫 

隊との漱1い術突など緊»1た光 

诂を連想しがちだが、そういった 

写 A ばか〇ではなく、地元の y 供 

たちの写っているものや赀でァ n 

I ディォンに合わせて合唱してい 

^ i ';^ な ir ほ CC 7) ぼの-^- t -^. J : う 

な写真ら収めら n ている■それぞ 

れの写典からは^の根の人たちの 

息づかいが W 1 こぇてきそぅだ。 


砂川町 
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写 M : 鈴木克占 
俳句:谷卩ゆり女 


多摩川の朝 




明け易し 
多摩大橋の 
灯を残し 


最終回 













